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（
水
）
更
新

の
講
義
内
容

13
言
語
文
化
「
西
欧
言
語
文
化
圏
」
―
そ
の
２

イ
タ
リ
ア
と
日
本
―

１

天
正
遣
欧
少
年
使
節
＝
伊
東
マ
ン
シ
ョ
、
原
マ
ル
チ
ノ
、
千
々
石
ミ
ゲ
ル
、
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン

正
遣
欧
少
年
使
節
の
来
訪
を
伝
え
る
印
刷
物
、
一
五
八
六
年
（
京
都
大
学
図
書
館
蔵
）

２

ジ
ョ
バ
ン
ニ
・
バ
チ
ス
タ
・
シ
ド
ッ
チ
（
１
６
６
８
～
１
７
１
５
）

鎖
国
の
江
戸
時
代
に
イ
タ
リ
ア
か
ら
日
本(

屋
久
島)

に
来
訪
し
た
シ
ド
ッ
チ
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
ど
の
程
度
知

っ
て
お
ら
れ
よ
う
か
。
ま
ず
先
週
の
流
れ
に
即
し
て
、
こ
の
シ
ド
ッ
チ
に
つ
い
て
解
説
す
る
。
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《
参
考
資
料
》

シ

ド

ッ

チ

http://w
w

w
.kom

azaw
a-u.ac.jp/~hagi/shidochi.pdf

※
新
井
白
石
『
西
洋
紀
聞
』
を
読
も
う
！

３

日
本
人
宣
教
師
ペ
ト
ロ
・
カ
ス
イ
・
岐
部

ペ
ド
ロ
岐
部

松
永
伍
一
著

中
公
新
書

大

分

の

先

哲

http://w
w

w
.e-obs.com

/rekisi/sentetu/shokai/petoro.htm

ペ

ト

ロ

岐

部

http://tanizoko2.hp.infoseek.co.jp/petter_kibe.htm
l

ペ

ト

ロ

岐

部

を

知

っ

て

い

ま

す

か

？

http://blogs.dion.ne.jp/m
rgoodnew

s/archives/1822791.htm
l

ぺ

ト

ロ

岐

部

カ

ス

イ

(

宮

崎

県

)

http://w
w

w
.kyushu01.com

/01/0704/0704-135.htm
l
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こ
こ
に
、
ペ
ト
ロ
岐
部
に
関
す
る
「
花
あ
る
風
景
」
（
銀
座
一
丁
目
新
聞
）
か
ら
の
一
文
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

並
木

徹

ペ
ト
ロ
岐
部
神
父
に
つ
い
て

遠
藤
周
作
の
著
書
『
走
馬
灯
』
（
毎
日
新
聞
刊
・
昭
和
五
十
二
年
五
月
二
十
日
発
行
）
に
「
国
東
半
島
」
と
題
し
て

江
戸
時
代
、
拷
問
に
屈
せ
ず
殉
教
し
た
神
父
・
ペ
ト
ロ
岐
部
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
ペ
ト
ロ
岐
部
は
十
九
歳
の
と
き

有
馬
の
神
学
校
に
入
り
ラ
テ
ン
語
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
学
び
、
卒
業
後
、
外
人
宣
教
師
や
修
道
士
の
世
話
を
し
た
り
通

訳
を
し
た
り
す
る
仕
事
を
す
る(

同
宿
と
い
う)

。
二
十
六
歳
の
と
き
、
家
康
の
き
び
し
い
禁
令
を
の
が
れ
て
マ
カ
オ
に

行
く
。
さ
ら
に
エ
レ
サ
レ
ム
を
経
て
ロ
ー
マ
ま
で
足
を
延
ば
す
。
ロ
ー
マ
の
グ
レ
ゴ
リ
オ
大
学
倫
理
神
学
科
に
入
学
す

る
。
三
年
の
留
学
を
終
え
て
一
六
二
三
年(
元
和
九
年
・
徳
川
秀
忠
将
軍
宣
下)

帰
国
の
途
に
就
く
。
薩
摩
の
坊
の
津
に

着
い
た
の
は
、
日
本
を
離
れ
て
十
六
年
も
立
っ
て
い
た
。
日
本
で
は
切
支
丹
迫
害
の
嵐
が
吹
き
す
さ
ぶ
。
長
崎
か
ら
東

北
の
伊
達
領
で
宣
教
中
捕
縛
さ
れ
る
。
一
六
三
九
年(
寛
永
一
六
年
・
一
六
三
七
年
か
ら
一
六
三
八
年
に
島
原
の
乱
が

起
き
る)

で
あ
る
。
幕
府
の
評
定
所
で
残
酷
な
拷
問
を
受
け
る
も
屈
し
な
か
っ
た
た
め
殺
害
さ
れ
る
。
別
の
資
料
に
よ

る
と
、
こ
の
時
、
幕
府
は
か
っ
て
日
本
の
布
教
長
で
あ
り
、
の
ち
に
背
教
し
た
ク
リ
ス
ト
ヴ
ァ
ン
・
フ
ェ
レ
イ
ラ
に
ペ

ト
ロ
岐
部
を
説
得
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
ペ
ト
ロ
岐
部
は
逆
に
背
教
者
に
信
仰
に
立
ち
返
る
よ
う
勧
め
た
と
い
う
。
し

か
も
一
緒
に
捕
ま
っ
て
拷
問
に
か
け
ら
れ
て
い
る
若
い
同
宿
に
「
転
ぶ
な
、
偉
大
な
神
が
き
っ
と
抱
い
て
く
だ
さ
る
の

だ
」
と
は
げ
ま
し
た
。

松
永
伍
一
著
「
ペ
ト
ロ
岐
部
」
（
中
公
新
書
・
昭
和
五
十
九
年
十
一
月
二
十
五
日
発
行
）
は
記
す
。
『
ヨ
ハ
ネ
伝
十
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二
章
に
言
う
「
誠
に
汝
ら
に
告
ぐ
、
一
粒
の
麦
、
地
に
落
ち
て
死
な
ず
ば
，
た
だ
一
つ
に
て
あ
ら
ん
。
も
し
死
な
ば
、

多
く
の
果
を
結
ぶ
べ
し
」
を
、
わ
が
身
の
営
み
に
し
よ
う
と
魂
を
浄
化
し
、
日
本
式
十
字
架
に
か
け
ら
れ
て
死
ん
だ
と

き
、
キ
リ
ス
ト
教
の
側
か
ら
み
れ
ば
、
「
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
輝
け
る
殉
教
」
の
一
例
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
も
、
わ
が
国

に
と
っ
て
は
十
七
世
紀
に
世
界
を
歩
い
て
ユ
ダ
ヤ
教
徒
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
な
ど
の
生
態
を
も
知
っ
た
最
大
の
国
際
人
を
、

鎖
国
の
徹
底
化
と
引
き
換
え
に
殺
し
た
不
幸
な
事
件
と
な
っ
た
」
。
ペ
ト
ロ
岐
部
は
実
に
え
ら
い
尊
敬
す
べ
き
神
父
で

あ
っ
た
。

遠
藤
周
作
は
「
国
東
半
島
」
最
後
の
下
り
で｢

正
月
に
な
る
と
、
毎
年
、
世
田
谷
に
住
む
岐
部
豊
さ
ん
か
ら
年
賀
状

を
頂
く(

現
在
・
江
東
区
亀
戸
に
在
住)

。
私
は
そ
の
年
賀
状
を
じ
っ
と
見
つ
め
る
。
こ
の
ペ
ト
ロ
岐
部
の
血
を
引
い
た

人
だ
か
ら
で
あ
る｣

と
書
い
て
い
る
。
そ
の
岐
部
豊
さ
ん
か
ら
こ
の
八
月
の
初
め
、
ペ
ト
ロ
岐
部
に
関
す
る
資
料
・
本

五
冊
と
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
二
冊
が
届
い
た
。
実
は
岐
部
豊
君
は
大
連
二
中
の
同
級
生
で
あ
る
。
岐
部
君
が
念
願
す
る
の
は
、

ペ
ト
ロ
岐
部
遺
徳
を
顕
彰
す
る
会
の
財
団
化
、
そ
の
生
涯
を
テ
レ
ビ
の
大
河
ド
ラ
マ
に
す
る
こ
と
、
列
聖
化
な
ど
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
に
も
そ
の
実
現
化
に
そ
れ
な
り
の
努
力
を
し
て
き
た
。
八
〇
歳
を
過
ぎ
て
も
並
々
な
ら
ぬ
情
熱
を
持
っ

て
い
る
の
に
敬
服
す
る
。
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
の
新
聞
に
よ
る
と
、
昨
年
十
一
月
二
十
四
日
、
長
崎
市
の
県
営
球
場
で
ロ
ー

マ
法
王
庁
に
よ
る
「
ペ
ト
ロ
岐
部
と
一
八
七
殉
教
者
列
福
式
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。
死
後
、
信
仰
の
模
範
に
ふ
さ
わ
し

い
と
認
め
ら
れ
る
信
者
を｢

聖
人｣

に
次
ぐ
敬
称
で
あ
る
「
福
者
」
と
し
て
宣
言
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
式
典
で
あ
る
。
日

本
で
の
開
催
は
初
め
て
で
あ
っ
た
。
ペ
ト
ロ
岐
部
の
生
ま
れ
故
郷
、
大
分
県
国
東
半
島
の
北
端
・
岐
部
に
は
３
２
０
年

記
念
祭
（
昭
和
三
十
四
年
九
月
二
十
四
日
）
に
建
て
ら
れ
た
十
字
架
が
あ
る
。
平
成
四
年
十
月
に
は
大
分
市
で
県
民
オ

ペ
ラ
「
ペ
ト
ロ
岐
部
―
転
び
申
さ
ず
候
」
が
上
演
さ
れ
、
ペ
ト
ロ
岐
部
の
遺
徳
は
そ
れ
な
り
に
は
知
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
遺
徳
を｢

地
方
区
」
か
ら
「
全
国
区
」
に
し
よ
う
と
す
る
の
が
岐
部
君
の
切
な
る
願
い
で
あ
る
。

と
述
懐
し
な
が
ら
彼
の
人
物
像
を
こ
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。
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４

明
治
と
西
洋
文
化

―
食
の
文
化
を
中
心
に
―

次
に
、
世
界
中
の
飲
食
物
を
一
同
に
口
に
す
る
現
在
の
日
本
人
は
、
ま
さ
に
食
通
も
超
食
通
だ
と
い
え
よ
う
。
だ
が
、

明
治
時
代
以
前
の
日
本
人
は
、
佛
教
の
戒
律
に
従
っ
て
肉
食
を
好
ま
ず
質
素
な
食
生
活
を
営
ん
で
い
た
。
こ
の
肉
食
が

日
本
で
正
に
解
禁
さ
れ
た
の
が
明
治
時
代
で
あ
っ
た
。
「
牛
鍋
屋
」
が
繁
昌
す
る
。
日
本
最
初
の
店
は
、
幕
末
一
八
六

二
（
文
久
二)

年
に
横
浜
の
居
酒
屋
「
伊
勢
熊
」
で
牛
肉
の
煮
込
み
を
出
し
た
の
が
は
じ
ま
り
だ
が
、
一
八
六
八
年(

明

治
元
年)

、
横
浜
伊
勢
佐
木
町
「
太
田
な
わ
の
れ
ん
」
が
ぶ
つ
切
り
牛
肉
を
江
戸
前
味
噌
で
煮
る
こ
と
で
広
が
り
を
見

せ
は
じ
め
た
。
こ
の
こ
と
を
初
代
、
仮
名
垣
魯
文
が
『
安
愚
樂
鍋
』
と
し
て
世
に
喧
伝
し
て
い
る
。
ま
た
、
作
者
魯
文

は
、
『
西
洋
道
中
膝
栗
毛
』
〔
岩
波
文
庫
刊
〕
な
る
弥
次
喜
多
道
中
の
海
外
旅
行
話
し
を
製
作
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ

を
絡
め
な
が
ら
今
回
、
久
米
邦
武
編
『
特
命
全
権
大
使
米
欧
回
覧
実
記
』
〔
岩
波
文
庫
刊
〕
の
な
か
で
の
「
衣
・
食
・

住
」
の
営
み
に
目
を
向
け
て
、
こ
れ
を
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

《
参
考
資
料
》http://w

w
w

.nichibun.ac.jp/graphicversion/dbase/kairan/index.htm
l

『
安
愚
樂
鍋
』http://w

w
w

.library.m
etro.tokyo.jp/17/023/17100.htm

l

『
西
洋
道
中
膝
栗
毛
』

http://w
w

w
.kom

azaw
a-u.ac.jp/~hagi/D

B
_seiyodoutyuhizakurige.xls

『
特
命
全
権
大
使
米
欧
回
覧
実
記
』http://w

w
w

.keio-up.co.jp/iw
akura/index.htm

l

『
東
京
開
化
繁
昌
誌
』

http://w
w

w
.iw

anam
i.co.jp/.B

O
O

K
S/24/0/2402010.htm

l

一
八
六
九(

明
治
二)

年
、
福
沢
諭
吉
著
『
頭
書
大
全
世
界
國
盡
』
〔
慶
應
義
塾
出
版
局
版
〕


